
「さぬぽん」の着ぐるみの使用上の注意事項 

１．事前確認事項 

 （１）着ぐるみ装着者は、身長 145cm～165cm を基本とする。 

（２）着ぐるみは、火気がある場所（喫煙含む）及び、雨中や足元等が濡れる可能性のある場

所では使用できない。 

（３）着ぐるみの脱着は、必ず観客から見えない場所で行うこと。 

（４）着ぐるみの中はかなり暑いので、装着者は装着前・中・後の体調管理に十分注意するこ

と。（装着前には適度なストレッチなどの準備運動をして、必ず水分補給を行う） 

（５）着ぐるみ装着時は十分な視界が確保できないので、必ずアテンドを１名以上つけて装着

者の補助を行うこととし、緊急な場合に備え、アテンドへのハンドサインや伝達方法を決

めておくこと。 

 （６）着ぐるみは正しく装着すること。異なる装着をした場合、著作権の問題でその画像等は

使用できない。 

（７）移動は平たんな場所に限るものとし、階段を上るなどの行動はできない。また、90cm よ

り狭い扉等は通行できない。 

（８）汚れや破損があった場合は、速やかに事務局へ連絡すること。なお、汚れや損傷が甚大

な場合は、使用者にクリーニング及び修繕等を求めます。 

（９）香川の教育活動や文化活動を応援するという「さぬぽん」のキャラクター設定を十分に

理解し、イメージを損なわないように留意すること。 

 

２．装着準備 

（１）頭 

・長い髪はゴムでまとめ、髪がたれないようにまとめるとよい。 

  ・ピアスやヘアピン等の破損の原因となるものは使用しない。 

（２）服装 

・着ぐるみの中は暑く、大量に汗をかく可能性があるため、汗を吸収する動きやすい 

衣服を必ず着用すること。 

・必ず手袋、靴下を着用すること。 

 

３．装着者の注意点 

（１）事故につながる危険な行為はしない。 

（２）子どもとの接触には十分気をつける。 

（３）子どもがキャラクターに持つイメージを損なう恐れがあるため、声を発しない。 

（４）アテンドの指示に必ず従う。 

 

 



４．アテンドの注意点 

（１）移動時には、基本的に斜め前より手を引いて誘導する。 

（２）着ぐるみのそばにいて、周囲の状況に絶えず気を配り、装着者に必要事項を指示し、 

不測の事態に対応する。少しの段差でもつまずくことがあるので、足元の状況をしっか 

りと伝えること。 

 【注意】着ぐるみ装着時の視界は想像以上に狭く、特に下が見えない。背の低い幼児 

や児童は死角になって見えない場合が多いので、足を踏んだり転倒させてしまったり 

することがある。 

（３）終了時間を伝えながら、装着者の状況を把握する。 

 【注意】着ぐるみ装着は、装着者に大変な負担を強いる。ファンが回っていても、夏場 

は 15～20 分で厳しい状態となる。終了時間の目安を伝えて励まし、装着者の体調に気 

を配ること。 

（４）危害を加える人には、毅然とした対応でハッキリとお断りをする。 

【注意】着ぐるみをたたいたり蹴ったりする子どもがいる。しっぽ等着ぐるみ破損の原 

因、装着者の負担になるので早目の声掛けが必要である。 

（５）指示は、「装着者」ではなく「さぬぽん」として接する。 

 （例）「さぬぽん、１ｍ先に段差があるから気をつけてね。」 

 （例）「さぬぽん、お友だちが来てくれたよ。」 

 

５．着ぐるみの管理について 

（１）使用後はパーツおよび破損個所の確認を行い、異常があれば速やかに事務局に伝え 

ること。足や衣類の汚れを落とし、消臭スプレーを使用した上で陰干しすること。 

（２）高温多湿を避け、直射日光が当たらない涼しい場所で保管すること。 

（３）バッテリーをフル充電してから、運搬用バッグに丁寧に収納して返却すること。 

 
６．返却時のチェックリスト 

□着ぐるみ本体            １点 
□着ぐるみパーツ（数珠）       １点 

□着ぐるみパーツ（杖）        １点 

□着ぐるみパーツ（さんや袋）     １点 

□着ぐるみパーツ（操作補助棒）    ２点 

□着ぐるみ収納袋           １点  
□バッテリー             ２点 

□バッテリーポーチ          １点 

□バッテリーとブロアーをつなぐコード １点 

□バッテリー充電用 AC アダプター    １点 

□クールベスト            １点 

□保冷剤               ４点 

□床敷シート（ブルーシート）     １点 

□消臭スプレー            １点 

□取扱説明書             １点 

 

 


